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研究成果

近年急増している乳癌､子宮体癌等の女性生殖器系のがんに環境化学物質が関与する

可能性が指摘され､緊急かつ重大な社会問題となっている｡発がんの多段階モデルでは､

化学物質は腫癌のイニシエーター (誘発物質)､プロモーター (発育補助物質)､あるい

は､その両方として作用すると考えられている｡女性ホルモンが乳癌を誘発することは

よく知られている｡これまで､女性ホルモンがそのエス トロゲン活性により乳腺細胞の

増殖を促進し､プロモーターとして作用すると考えられてきた｡我々は､環境エス トロ

ゲンの一種である大豆由来ゲニステインおよびダイゼインも同様の機構で女性生殖器

がんを生じる可能性があることを示 し､大量摂取-の注意を喚起 した(Biochemistry,

2004)｡ 本研究では､種々の環境化学物質がイニシエーター/プロモーターとなり得

るか､また､その作用の強さと機序を解析した｡

(1)プロシアニジンB2(PCNB2)は､ココア豆､ブ ドウの種子､リンゴの皮､松皮に含

まれ､その抗酸化作用からがんや循環器疾患の予防への期待が持たれている｡我々は

pcNB2がイニシエーターとなりえるかを検討 した｡ ヒト培養細胞において glucose

｡Xidaseから持続的に生成するH202による8-oXodGの生成をPCNB2は抑制し､抗酸化

作用が示された｡一方､高濃度のPCNB2で長時間処理すると､8-oXodGの有意な上昇

が認められた｡また､単離 DNAを用いた実験で､金属イオンおよび H202存在下での

8_｡X｡dG生成量を検討したところ､Fe(II)およびH,0,存在下で生成する8-oXodGは､PCN

B2の濃度依存的に抑制された｡一方､cu(ⅠⅠ)存在下では 8-oXodG生成は上昇し､H202

の添加により著しく8-oXodG生成が増強した｡また､電子スピン共鳴装置を用いてスピ

ントラップ剤によりH202と金属イオンから生成する･OHを トラップし､PCNB2による

ラジカル生成-の影響を検討 した｡Fe(ⅠⅠ)およびH202存在下で生じる･OHのシグナル強

度はPCNB2を加えることにより減少した｡これに対してCu(ⅠⅠ)およびH202存在下で生

じる.OHのシグナル強度はPCNB2を加えることにより増強した｡PCNB2はB環に2

カ所の水酸基およびC環 3位に水酸基を持つ｡B環の O-ジヒドロキシ構造 (カテコール

構造)は金属キレー ト作用に重要であり､抗酸化作用は鉄イオンのPCNB2によるキレ

ー トが関与すると考えられた｡一方､cu(ⅠⅠ)では PCNB2との酸化還元反応を介してラ

ジカルが生成し､DNA損傷に寄与したと推定された(FreeRadic･Biol･Med･39,1041-1049,

2005)0
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(2)排気ガスに含まれる大気汚染物質 3-nitrobenzanthrone(NBA)は非常に強い変異原性を

示し､発癌性の報告がある｡本研究では 31nitrobenzanthroneのN-hydroxy体代謝物であ

る 3-hydroxy-aminobenzanthroneを用いて DNA損傷性とその機構を検討 した｡5'末端を

32pでラベルしたがん関連遺伝子の単離DNA断片をリン酸緩衝液中で Cu(ⅠⅠ)､NADH

を加えて37℃で反応させ､電気泳動した｡また､酸化的DNA損傷の指標である8-oXodG

の測定を行った｡N-hydroxy体代謝物は Cu(II)存在下で DNA損傷性を示した｡また､

NADHを加えることにより低濃度(0.2LIM)でもDNAを損傷し､810ⅩOdGを生成した｡こ

のDNA損傷はカタラーゼで抑制されたため､過酸化水素の関与が示唆された｡以上の

結果から､N-hydroxy体代謝物がNADHにより還元されて出来る中間体がレドックスサ

イクルを形成し､低濃度でも強いDNA損傷を引き起こすと考えられた｡NBAの発がん

性はDNA付加体形成により説明されてきたが､3-nitrobenzanthroneのN-hydroxy体代謝

物による酸化的 DNA損傷も同物質の発がん機構に関与しているものと考えられる

(FreeRadic.Biol.Med.40,1242-1249,2006)｡

(3)-ア ドレッサーや理髪従事者において発がんリスクが高いことが報告されている｡

また､最近の疫学調査により､毛髪染料の使用による発がん性が懸念されている｡毛髪

染料であるortho-Phenylenediamine(OIPD)と4lChlorO-ortho-phenylenediamine(C1-PD)

は､動物実験において肝臓癌あ､るいは膜朕癌の発生が報告 されている｡ 一方､

4-nitrO-ortho-phenylenediamine(NO2-PD)に関しては､動物実験において発がん性は報

告されていない｡これらの O-PDおよびその誘導体に関して､DNA損傷およびその機構

を検討した｡その結果､0-pDとC1-PDはCu(II)の存在下で濃度依存的に酸化的DNA損

傷をもたらした｡一方､NO2-PDは Cu(ⅠⅠ)存在下でも DNA損傷をもたらさなかった｡

DNA損傷性は CトPDよりO-PDの方が強かった｡DNA損傷はピペリジン処理によって

増強されたため､DNA鎖切断のみならず､塩基損傷も起こることが明らかになった｡

DNA損傷はカタラーゼおよびバソキュプロインによって抑制され､過酸化水素(H202)と

Cu(Ⅰ)の関与が示唆された｡一方､soDの添加によりDNA損傷は増強された｡ピペリジ

ン処理によりTあるいは C､Fpg処理によりGの損傷が観察された｡両者を併せると､

G とその前後のCあるいはTが損傷され､2塩基連続損傷が推察された｡p53遺伝子に

おいては､変異の hotspotとして知られるコドン273の相補対での切断が観察された｡

0-pDのみでは吸光スペクトルはほとんど変化せず､cu(ⅠⅠ)の添加により420nm付近の吸

光スペク トルの変化が観察され､Cu(ⅠⅠ)によりO-PDの自動酸化が促進 したと推定された｡

さらに SODを添加することにより､自動酸化が著しく促進された｡C1-PDにおいても

変化は小さいものの､同様の変化が認められた｡最もDNA損傷性の強かった O-PDで

HL60細胞を処理したところ､controlに比べ､8-oXodGの生成量が有意に高かった｡本
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研究により､発がん性を有するO-PDとC1-PDは活性酸素を生成 し､DNA損傷をもたら

すことが明らかになった｡一方､発がん性のない NO2-PDにおいては DNA損傷が認め

られなかった｡DNA損傷機構 として､Cu(ⅠⅠ)の存在下で O-PDや Cl-PDが自動酸化 し､

その際にスーパーオキシ ドが生じ､H202とCu(Ⅰ)より活性種が生成すると推定される｡

抗酸化酵素であるSODは､これらのphenylenediamineの自動酸化を促進するため､DNA

損傷の増強がみ られた と考 え られ る｡毛髪染料 による発 がん機構の一つ として

orthoIPhenylenediamine類による酸化的 DNA損傷が関与する可能性が示唆された(Mutat.

Res.607,184-191,2006)｡

(4)近年､アルコール摂取が食道癌､肝癌のみならず､乳癌のリスクを増大させること

が明らかになってきた｡我々は､乳癌の発症機構 としてエス トラジオール代謝物による

DNA損傷 とエス トラジオール自体の乳腺細胞増殖作用が発がんのイニシエーションと

プロモーションとなることを提唱した(Int.∫.Cancer,92,333-337,2001)｡本研究では､ア

ルコールの摂取により生体内に生成することが知られている salsolinol(Sal)に注目し､

そのDNA損傷性 と乳腺細胞増殖活性について検討 した｡32pでラベル したがん関連遺伝

子の単離 DNA断片と Sal､金属イオンを 37℃で反応 し､DNA損傷性を解析 した｡Sal

はCu(ⅠⅠ)あるいはFe(ⅠⅠⅠ)EDTA存在下で濃度依存的にDNAを損傷した｡酸化的DNA損

傷の指標である8-oXodGは牛胸腺DNAを用いて反応 し､HPLC-ECDで定量した｡その

結果､SalはCu(ⅠⅠ)あるいはFe(ⅠⅠⅠ)EDTA存在下で 8-oXodGを生成 した｡ヒト正常乳腺由

来培養細胞MCF-10Aおよびヒト乳癌由来細胞MCF-7細胞を用いて細胞増殖活性を検討

した｡その結果､エス トロゲン受容体を有する MCF-7での細胞増殖活性が認められ､

また､エス トロゲンアンタゴニス トの共存下では増殖が抑制されたことから､Salのエ

ス トロゲン活性が明らかになった｡さらに､Salはヒト正常乳腺上皮細胞MCF-10Aでも

細胞増殖作用を示 し､抗酸化物質 N-アセチルシステインによって増殖活性の低下が認

められたことから､活性酸素を介する細胞増殖の経路があることが示された｡アルコー

ル関連物質である Salは､酸化的 DNA損傷性 と乳腺細胞増殖活性を併せ持つことが明

らかになった｡ したがって､Salがアルコールの乳癌発症における発がんのイニシエー

ションとプロモーションに関与する可能性が示唆された (投稿中)｡

以上のように､これ らの環境化学物質は生体内物質による活性化でヒト遺伝子を損傷

する可能性が示された｡また､活性酸素がDNA損傷のみならず､細胞増殖活性にも関

わる経路が兄いだされ､多段階発がん過程のイニシエーションとプロモーションに関与

し､生殖器系がんを含む発がんに重要な役割を果たすことが示された0
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damage･
Photochem.Photobiol.81:3141319(2005).

37.Furukawa,A.,Hiraku,Y.,Oikawa,S.,Luxford,C.,Davies,M.J.,Kawanishi.S.

Guanine-specincDNAdam ageinducedby†-1rradiatedhistone.
Biochem.J.388･.813-818(2005).

38.Ding,Ⅹ.,Hiraku,Y.,Ma,N.,Kato,T.,Saito,K.,Nagahama,M.,Semba,良.,
Kuribayashi,K.,Kawanishi,S.
Induciblenitricoxidesynthase-dependentDNAdamageinmousemodelof
innamm atoryboweldisease.
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CancerSci.96:157-163(2005).

39.Chaiyarit,P.,Ma,N.,Hiraku,Y.,Pinlaor,S.,Yongvanit,P.,Jintakanon,D,,
Murata,M.,Oikawa,S.,Kawanishi.S.
NitrativeandoxidativeDNA血mageinorallichenplanushrelationtohuman
oralcarcinogenesis･
CancerSci.96:553-559(2005).

pp.132-138

(3)口頭発表(招待講演､特別講演､シンポジウム等)

1. 及川伸二､佐々木航､川西正祐

UvA照射下クロルプ ロマジンによるDNA損傷機構

第28回日本光医学 ･光生物学会､2006年 7月7日､徳島

2. 平工雄介､川西正祐

シンポジウム ｢NOによる発癌と感染の制御メカニズム｣感染 ･炎症関連発がんに

おけるiNOS依存性 DNA損傷の役割

第 6回日本NO学会学術集会､2006年 5月 25-26日､東京都

3. 村田真理子､

シンポジウム ｢抗酸化物質の有効性と安全性｣DNA損傷性を指標とした抗酸化物質

の安全性評価

第 28回日本フリーラジカル学会学術集会､2006年 5月 13-14日､津市

4. 川西正祐､村田真理子

抗酸化物質フラボノイ ド類の有効性と安全性の評価

第42回植物化学シンポジウム､2005年 12月 2日､名古屋市

5. 川西正祐

予防環境医学領域における活性酸素 ･活性窒素の研究の現状と展望

第5回分子予防環境医学研究会 特別講演､2005年11月25-26日､東京

6. 川西正祐

発癌過程における活性酸素 ･活性窒素の役割の解明と癌予防薬開発-の応用

｢環境重視型創薬研究プロジェクト｣特別講演会､2005年 9月26日､

名古屋市

7. 川西正祐､平工雄介､伊藤貴美子､平川和貴

光増感反応によるDNA損傷と新規光防御作用

第27回日本光医学 ･光生物学会 ･第 12回日本光生物学協会年会 合同シンポジ

ウム ｢光と生命の関わり一新 しい研究の展開を求めて｣､2005年 8月 6-7日､

京都市

8. YusukeHiraku,ShosukeKawanishi

81Nitroguanineasabiomarkerforinflammation-relatedcarcinogenesis
The36thAm ualMeetingoftheEnvironmentalMutagenSociety,July216,2006,Prague,
Czech

9. AyakoFurukawa,ShinjiOikawa,ShosukeKawanishi,

Thedistincteffectofironandcopperiononcatechin-dependentDNAdamage･
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第 15回 金属の関与する生体関連反応シンポジウム､2005年 6月 9-10日､

大阪市

10･YusukeHiraku,NingMa, SomchaiPin1aor,NoriyukiHoriki,IchiroImoto,
YukihikoAdachi,ShosukeKawanishi

iNOS-dependentDNAdamagemediatedbyinfectionwithHelicobacterpylori
andOpisthorchisviverrini,
ISCaPSymposiuminKyoto,May20-21,2005,Kyoto

11.HatasuKobayashi,ShinjiOikawa,ShosukeKawanishi
Mechanismofoxidative血magetocellularandisolatedDNAbygallicacid,a
metaboliteofantioxidantpropylgallate,
ISCaPSymposium inKyoto,May20-21,2005,Kyoto

12.YusukeHiraku,NingMaandShosukeKawanishi
iNOS-dependentDNAdamageininnammation-relatedcarcinogenesis･
The3rdTakeoWadaCancerResearchSymposium ,February24-25,2005,Khon
KaenUniversity,KhonKaen,Thailand

13.ShosukeKawanishiandMarikoMurata

Evidencethatmechanism ofDNAdamageinducedbybromatediffersfrOm
generaltypesofoxidativestress･
BromateHealthResearchMeetlng,February7,2005,Ohio,USA

(4) 学会発表(一般講演)

1. 水谷秀樹､平工雄介､及川 (多田)佐枝子､岩本卓也､村田真理子､

奥田真弘､川西正祐

トポイソメラーゼ Ⅰ阻害薬イリノテカンによる活性酸素生成を介したアポ トーシ

ス誘導機構

日本薬学会第 127年会､2007年 3月 28-30日､富山

2. 村田真理子､沼田遥､川西正祐

天然抗酸化物質クロロゲン酸によるDNA損傷機構

第 77回日本衛生学会総会､2007年 3月 25-28日､大阪市

3. 平工雄介､田畑務､馬寧､村田真理子､川西正祐

ヒトパピローマウイルス感染による子宮頚部異形成における8- トログアニン生

成および発がんにおける役割

第 77回日本衛生学会総会､2007年 3月 25-28日､大阪市

4. 及川 (多田)佐枝子､加藤琢磨､栗林景容､西野幸典､川西正祐

トリブチルスズによる過酸化水素生成を介したアポ トーシス ー免疫毒性との関連

性一

第 77回日本衛生学会総会､2007年 3月 25-28日､大阪市

5. 古川絢子､原田夏菓子､及川伸二､川西正祐

発がん物質アミトロールの代謝物によるDNA損傷機構

第 77回日本衛生学会総会､2007年 3月 25128日､大阪
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6. 及川 (多田)佐枝子､加藤琢磨､栗林景容,川西正祐

トリブチルスズによるアポ トーシスを介 した免疫毒性発現機構の解析

日本分子生物学会 2006フォーラム､2006年 12月 6日､名古屋市

7. 古川絢子､及川 (多田)佐枝子､川西正祐､及川伸二

過酸化水素によるSirtlを介 した細胞老化促進機構の解明

日本分子生物学会 2006フォーラム､2006年 12月 6-8日､名古屋市

8. 平工雄介､田畑務､馬寧､村田真理子､川西正祐

ヒトパピローマウイルス感染による子宮頚部異形成におけるニ トロ化 DNA損傷､

第 6回分子予防環境医学研究会､2006年 12月 1-2日､京都市

9. 平工雄介､田畑務､馬寧､村田真理子､川西正祐

ヒトパピローマウイルス感染による子宮頚部異形成における変異誘発性 DNA損傷

塩基 8-ニ トログアニンの生成

日本環境変異原学会第 35回大会､2006年 11月 20-21日､堺市

10.沼田遥､村田真理子､川西正祐

食品因子クロロゲン酸のDNA損傷性を指標 とした安全性評価

第 65回日本癌学会総会､2006年 9月 28-30日､横浜市

ll.平工雄介､村田真理子､川西正祐

口腔発がんにおけるiNOS依存性 DNA損傷の役割

第 65回日本癌学会総会､2006年 9月 28-30日､横浜市

12.小林果､平工雄介､及川伸二､村田真理子､吉田利通､川西正祐

ビルハルツ住血吸虫感染患者におけるNOを介 したDNA損傷 :膜朕癌発症との関

連性

第 65回日本癌学会総会､2006年 9月 28-30日､横浜市

13.及川伸二､川西正祐

ポルフィリン類 TMPyPの光増感反応による一重項酸素の生成 とDNA損傷 :

光線力学的療法-の応用の可能性

第 65回日本癌学会学術総会､2006年 09月 30日､横浜

14.古川絢子､及川伸二､島田厚良､箱田奈南､細川昌則､川西正祐

sAMP8の脳内タンパク質発現量変化と酸化傷害タンパク質のプロテオミクス解析

第 21回老化促進モデルマウス(SAM)研究協議会､2006年 7月 27-28日､名古屋市

15.古川絢子､島田厚良､箱田奈南､細川昌則､川西正祐､及川伸二

老化促進モデルマウスを用いた海馬タンパク質発現量変化 と酸化傷害タンパク質

のプロテオミクス解析

日本ヒトプロテオーム機構第4回大会､2006年 7月 18-19日､東京

16.平工雄介､田畑務､馬寧､川西正祐

ヒトパピローマウイルス感染によるニ トロ化 DNA損傷の子宮頚癌における役割

第 28回日本フリーラジカル学会学術集会､2006年 5月 13-14日､津市

17.沼田遥､村田真理子､川西正祐

天然抗酸化物質クロロゲン酸による酸化的 DNA損傷

第 28回日本フリーラジカル学会学術集会､2006年 5月 13-14日､津市
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18.小林果､平工雄介､馬寧､及川伸二､村田真理子

EL-KarefAmro､吉田利通､川西正祐､

ビルハルツ住血吸虫感染によるiNOS依存性 DNA損傷の膜朕癌における役割

第 28回日本フリーラジカル学会学術集会､2006年 5月 13-14日､津市

19.古川絢子､及川伸二､島田厚良､箱田奈南､細川昌則､川西正祐

老化促進モデルマウスを用いた機能プロテオミクス解析による酸化損傷タンパク

質の検出

第 28回日本フリーラジカル学会学術集会､2006年 5月 13-14日､津市

20.水谷秀樹､平工雄介､及川 (多田)佐枝子､村田真理子､岩本卓也､

奥田真弘､川西正祐

ヒス トン脱アセチル化酵素阻害剤 FK228によるアポ トーシス誘導におけ

る過酸化水素生成機構

日本薬学会第 126年会､2006年 3月 28-30日､仙台市

21.及川伸二､唐津巌夫､及川 (多田)佐枝子､古川絢子､川西正祐

マンガンによるドーパミン依存性 DNA損傷の増強機構 と神経細胞死

第 76回日本衛生学会総会､2006年 3月 25-28日､宇部市

22.村田真理子､渡辺奈々､川西正祐

がんの化学予防の安全性評価 (その 11)フラボノイ ド類ケンフェロールに

よる酸化的DNA損傷とAhRリガン ド活性

第 76回日本衛生学会総会､2006年 3月 25-28日､宇部市

23.平工雄介､高田礼子､戸谷忠雄､馬 寧､神山宣彦､川西正祐､

アスベス ト曝露ラット肺におけるNOを介 したDNA損傷

第 76回日本衛生学会総会､2006年 3月 25-28日､宇部市

24.小林 果､及川伸二､川西正祐､

L-DOPAの代謝産物 tetrahydropapaverolineによる酸化的DNA損傷機構

第 28回日本分子生物学会年会､2005年 12月 7-10日､福岡市

25.及川伸二､古川絢子､川西正祐

Site-specificDNAdamageinducedbypurpurin,anaturalpigment,withreference
tocarcinogenesis
日本環境変異原学会第 34回大会､2005年 11月 16-18日､東京都

26.平工雄介､野手英明､川西正祐

OxidativeDNAdamageinducedbycarcinogenicaromaticamines,0-anisidine
and(フーdianisidine

日本環境変異原学会第 34回大会､2005年 11月 16-18日､東京

27.小林 果､平工雄介､馬 寧､及川伸二､村田真理子､川西正祐

RoleofmitrativeandoxidativeDNAdam ageinurmarybladdercarcinogenesis

inducedbyinfectionwithSchistosomahaematobium
日本環境変異原学会第 34回大会､2005年 11月 16-18日､東京

28.栗本紗織､村田真理子､川西正祐

発がん性 tetranitromethaneによるtyrosine依存性 DNA損傷
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第 64回日本癌学会総会､2005年 9月 14-16日､札幌市

29.及川伸二､川西正祐

マッシュルームに含まれる発がん性 4-hydrazinobenzoicacidによるラジカ

ル生成 とDNA 損傷機構

第 64回日本癌学会総会､2005年 9月 14-16日､札幌市

30.平工雄介､田畑 務､川西正祐

ヒトパピローマウイルス感染による8-ニ トログアニン生成の子宮頚癌にお

ける役割

第 64回日本癌学会総会､2005年 9月 14-16日､札幌市

31二箱田奈南､福原 潔､及川伸二､及川(多田)佐枝子､平工雄介､奥田晴宏､

宮田直樹､川西正祐

紫外線照射下におけるアン トラセン誘導体によるDNA損傷

第 64回 日本癌学会総会､2005年 9月 14-16日､札幌市

32.及川伸二､平山淳也､平川和貴､川西正祐

ポルフィリン類 TMPyPによるDNA損傷機構 :光線力学的療法-の応用の
可能性

第 27回日本光医学 ･光生物学会､2005年 8月 6-7日､京都市

33.及川伸二､磯野功明､川西正祐

アスピリン代謝物 2,3-ジヒドロキシ安息香酸によるDNA損傷機構

第 12回日本がん予防研究会 ･第 28回 日本がん疫学研究会､

2005年 7月 14-15日､岐阜市

34.及川伸二､古川絢子､川西正祐

過酸化水素によるSir2を介 したアセチル化 p53の増加による細胞老化促進機

構

第 28回日本基礎老化学会大会､2005年 6月 15-17日､東京

35.村田真理子､翠川 薫､川西正祐

アルコール関連物質サル ソリノ-ルによるラジカル生成を介 した酸化的 DNA 損

傷

第 27回日本フリーラジカル学会学術集会､2005年 6月 4-5日､岡山市

36.平工雄介､馬 寧､somchaiPinlaor､井本一郎､垣内雅彦､足立幸彦､

川西正祐

感染 ･炎症関連発がんにおける 8-ニ トログアニンの役割

第 27回日本フリーラジカル学会学術集会､2005年 6月 4-5日､岡山市

37.古川絢子､及川伸二､川西正祐

炭素中心ラジカル と窒素中心ラジカルによる塩基配列特異的 DNA 損傷

第 27回日本フリーラジカル学会学術集会､2005年 6月 4-5日､岡山市

38.平工雄介､丁 暁慧､馬 寧､加藤琢磨､斉藤加奈子､長浜異人､

栗林景容､川西正祐

炎症性腸疾患モデルマウスにおけるニ トロ化 DNA損傷

第 5回 日本 NO学会学術集会､2005年 4月 27-28日､札幌市
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39.及川伸二､虞揮巌夫､川西正祐

ドーパミン依存性 DNA損傷とマンガンによる増強効果 :パーキンソニズ

ムとの関連

第 78回日本産業衛生学会､2005年 4月 23日､東京

40.水谷秀樹､平工雄介､及川 (多田)佐枝子､村田真理子､岩本卓也､

賀川義之､奥田真弘､川西正祐

新規ヒス トン脱アセチル化酵素阻害剤 FK228による過酸化水素生成を介

したアポ トーシス誘導機構

日本薬学会第 125年会､2005年 3月 29-31日､東京

41.村田真理子､翠川 薫､川西正祐

アルコール由来物質サルソリノ-ルによる酸化的 DNA損傷と乳腺細胞増

殖活性

第 75回日本衛生学会総会､2005年 3月 28-30日､新潟市

42.平工雄介､somchaiPinlaor､村田真理子､及川伸二､川西正祐

炎症関連発がんモデルと･してのタイ肝吸虫感染動物におけるNOを介 した

DNA損傷の解析

第 75回日本衛生学会総会､2005年 3月 28-30日､新潟市

43.及川伸二､古川絢子､及川 (多田)佐枝子､箱田奈南､川西正祐

プロテオミクスによるビスフェノール Aの毒性発現の解析

第 75回日本衛生学会総会､2005年 3月 28-30日､新潟市

44.SaekoT.Oikawa,SomchaiPinlaor,PuangratYongvanit,YusukeHiraku,NingMa,
MarikoMurata,ShinjiOikawa,ShosukeKawanishi,
MechanismofiNOS-dependentDNAdamageinhamstersinfectedwithCpisthorchis
viverrini:amodelofinnammation-relatedcarcinogenesis.
20仙IUBMBIntemationalCongressofBiochemistryandMolecularBiologyand1lth

FAOBMBCongress.2006年6月18-23日､京都市

45.AyakoFurukawa,ShinjiOikawa,SaekoTada-OikawaandShosukeKawanishi･
H202acceleratescellularsenescencebyacetylationofp53viadecreaseof
NAD十一dependentdeacetylaseactivityofSIRTl･
20thIUBMBIntemationalCongressofBiochemistryandMolecularBiologyand1lth

FAOBMBCongress.2006年 6月 18-23日､京都市

46.ShosukeKawanishiandYusukeHiraku

oxidative and nitrativeDNA damagein animalmodelsofinflammation-related
carchogenesis
COSCANCER (Chronicoxidativestressandcancer):Mechanisms,biomarkersand
prevention,October23-26,2005,Heidelberg,Gemany

47.ShosukeKawanishi,YusukeHiraku,NingMa
Oxidativeandnitrativ与DNAdamageininnammation-associatedcarcinogenesis
AJointMeetingof也eOxygenClubCalifbmiaandUniversityofTulin,
September7-10,2005,Alba,Italy
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